
2017年2月14日現在

韓国における口蹄疫の発生状況
（2017年2月以降）
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忠清北道：7件
・報恩（ポウン）郡
2017年2月5日 牛（O型）
2017年2月9日 牛（O型）
2017年2月11日 牛（O型）
2017年2月12日 牛（O型）
2017年2月13日 牛（O型）3件

：発生地点

○韓国では、2010年12月から全国的に口蹄疫のワクチン接種を実施しており、
繰り返し口蹄疫が流行

○ 2017年は、2種類（O型とA型）の口蹄疫ウイルスによる発生が確認されている

○ 2017年に発生しているO型のウイルスは、近年に韓国内で流行したものと
異なる系統のウイルスとされている

○近年における口蹄疫の流行（O型）
・2016年 1月 ～ 3月：21件（豚21件）
・2014年12月～翌年4月：185件（牛5件、豚180件）
・2014年 7月 ～ 8月：3件（豚3件）

京畿道：1件
・漣川（ヨンチョン）郡
2017年2月8日 牛（A型）

全羅北道：1件
・井邑（チョンウプ）市

2017年2月6日 牛（O型）

発生確認件数：9件
（O型8件、A型1件）


